特定非営利活動法人むぎの花
令和７年度事業報告書
１　事業実施の概略
特定非営利活動法人むぎの花（以下NPO法人むぎの花と略称）は。障がい者総合支援法（略称）の下で、障がい者、難病患者等に対して自立支援のための就労に関する事業、障害者就労継続支援事業所むぎの花（A型　ベーカリーカフェむぎの花とB型　むぎ花ファームの多機能型）を運営しています。令和７年度は正社員５名、パート労働者８名（常勤換算3.47名）労働者兼務役員１名、ボランティア２名とサービスご利用者25名（A型12名、B型13名）の総勢41名が関わって運営をしてきました。サービス提供時間は延べ17,996時間（前年度より約3,934時間減）となりました。
令和7年度は前年度に引き続き「食品栄養表示対応」「原材料価格高騰による商品価格対応」「最低賃金改定によるご利用者の賃金確保事業内容対応」等々という業務比重が重くのしかかりました。また、月1回、正職員による事務局会議では、以下の項目について月ごとにテーマを決めて学習に努め,障害福祉サービス制度における法令遵守、個別支援に関する問題、サービス記録の充実にポイントをおいて研鑽に務めました。
・自然災害時、感染症対応に関するBCP（事業継続）計画の更新
・虐待防止マニュアル　・福祉事業における法令遵守
・身体拘束に関する指針等に対する持続的な質のアップ等々に関連して、
・ストレス管理法人内部での学習とその対応
・福祉事業のコンプライアンスとガバナンス
・利用者支援会議
・スーパービジョンの基礎理解　等

昨年度に引き続いて、業務は増すばかりの日々を送りました。
BCP計画の一環として、災害時BCPと感染症対策BCPフローチャートもわかりやすく改善を図りました。
本年も“お客様に喜ばれる物づくりをしよう”というスローガンを掲げて事業所一体となって働きました。
A型事業のベーカリーカフェむぎの花は、食品製造業として食品衛生管理制度（HACCPハサップ）のマニュアルを、ご利用者各自が責任をもって分担し継続して労働の質の充実に努めました。また、小麦粉の計量、パンの成型、具材の仕込み、各所への外商、店舗や外商先でのレジ、喫茶部門の仕事、会計業務等、作業室や手洗い場の清掃等細かく仕事を切り出して「ご利用者ごとの仕事分担表にのっとって働く」サービスを重ねてきました。
本年は最低賃金が1077円からスタートし、10月には1140円となりました。商品の売値を上げつつ、商品開発の努力を重ね地道に継続しました。カフェのお客様も新鮮な素材のメニューという強みも下支えし、ベーカリーカフは1日あたり10人～30人前後のお客様のご来店となりました。
思い描いた「街のパン屋さん」となって、ご利用者も、街のなかでしっかり働いている一員となっているように感じています。
お客様から店舗内で「わたしねぇ、ここの食パンがすきなの」という会話を耳にし、障がい者がやってるからねぇ、ではなく、ここのパンが好きでご来店いただいていることに、深く喜びを感じています。また、季節の野菜を指名して「今年、ある？」と尋ねてきてくださることにも無上の喜びを抱きます。
ご利用希望者はハローワーク、相談支援事業所、ホームページ等を経て見学等の申し込みは比較的継続してありました。
Ａ型事業の年間売り上げ実績は2,147万円,ご利用者の平均給与は83,319円でした。障がい者年金とで自立という形に近いと感じています。
パン販売におきまして、スガキヤ様、ホシザキ様、生活協同組合コープあいち様、（株）コジマ様、マキタ電気様、JAあいち豊明・東郷グリーンセンターToTo様、豊明商工会様、豊明福祉会様、（株）メイトク様,豊明市共生交流プラザカラット様、（社）老人ホームラ・プラス鶴が沢様、（社）ハビリス様、学校法人藤田学園様、地元企業や公的機関の皆様、また店頭に足をお運びいただいたお客様、すべての皆様にご愛顧いただきましたことに深く感謝いたします。「地域で生きていく」という理念の実現に大きな力となっていると考えています
B型事業では野菜作りと販売、手織り製品の製作販売、企業からの内職作業を行っています。
・野菜作りでは農薬、肥料は使わない「自然栽培」を取り入れ、身体に安心なものをお客様に提供しています。自然栽培で作られる野菜は技術不足のせいで収穫量が少なくなっています。それを補う為、近隣農家さんから季節の野菜を仕入れさせていただき、販売する野菜の種類を増やしています。しかし、近隣農家さんも高齢化が進み、野菜作りを辞めたり、栽培量をへらしたりされるため、むぎの花には出荷できないことが起きています。今後の野菜作りはいかに収穫量を増やしていくか、協力農家さんを獲得するかが課題となっています。
・野菜の販売については、むぎの花の店舗販売の他、令和7年6月よりJAあいち尾東の産直市場での販売を開始しました。人参を葉つきで販売したり、じゃがいもにその品種の特徴、食べ方のメモをつけたりして他の農家さんとの差別化を図りました。おかげさまで納品した野菜はほとんど売れ、B型の野菜売上に貢献しました。10月には藤田医科大学の学園祭にて東海農政局主催の農副連携イベント「あいち農副連携マルシェ」に参加し、パン、自然栽培野菜を販売しました。
・手織り製品作りは、ご利用者さん皆さんが好きな作業で、管制のままに追って頂いています。とても趣のある製品ができるので、お客様に作り方を説明すると、とても関心を持っていただけます。店だけでなく沢山の方々に見て頂こうと令和7円5月より名古屋城入口にある「金シャチ横丁」のお土産屋さんでの販売を開始しました。800円のマスコットなどは売れましたが、織物は単価が高いのか売れず出店料の改修はできませんでした。しかし、利用者さんにとって自分が創ったものが、金シャチ横丁のお土産屋さんに並ぶことはとても励みになっていました。
・手織り製品は豊明市のふるさと返礼品でも販売しています。令和7年5月に豊明市役所にて福祉作業所のふるさと返礼品を紹介する新聞記者会見が行われ利用者Nさんが手織り製品のアピールをしました。ガン剤までに返礼品として3点うれています。
・内職については、8月よりFY成型さんの新しい内職をスタ＾トさせました。テーブルやイスの足部品を組み立てる仕事でご利用者全員が関わることができる仕事です。いままでやっていた仕事がなくなってしまったりして、仕事量が減っている時でしたので大変助かりました。FY成型さんは障がい者施設に仕事を沢山だしておられ、社会貢献意識の高い企業です。FY成型さんの内職を請け負うようになって、1か月８～９万円の収入アップとなっています。
ホームページ運営は障害福祉サービス事業における情報公開の役割を果たしています。スマホでやれるインスタグラムではA型とB型の商品の情報発信をいたしました。「いいね」等々街の人々とさらに遠方の方々とも広く輪が広がっています。会報誌Ｍedakaは毎回270部、年３回発行し、広く情報発信に務めました。
ボランティアの参加も法人の活動力の指標となり、総ボランティア時間は，年間1357.75時間です。ご利用者が話しかけてたり、事業所の公開性を高める上でも重要な意味があると考えています.
事業を進める人材と労務について、本年度は、介護福祉士3名、保育士１名、社会福祉主事任用資格者１名、初任者研修修了者２名の人材に恵まれています。法人の「研修補助金制度」は活用されませんでした。現場にてITを活用した研修が主流となっています。
事務面や福祉サービス記録において、パソコン活用は必須です。パソコン機能の充実を図り、スタッフの活用技術のアップにも努めてきました。
　本年度も、近隣で相談支援の実績を重ねている他事業者のご助言やご協力で障害福祉サービスを継続できました。またNPO法人の労務や税務の専門的アドバイスを長年にわたりしていただいています税理士法人様、社会保険労務士様に対しまして深く感謝いたします。
２　事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業

ア　障がい者雇用事業
本年度は採用者はありませんでした。
今後もサービスご利用者、あるいは障がい者が社員となることは当法人の理念実現のひとつの姿であると考えて常に念頭において進めてまいります。
イ　相談事業

　 相談会開催としては、今年度は実施せず。
ウ　障がい者とともに行うボランティア事業

　 今年度は実施せず
エ　障がい者の芸術文化啓発事業
アールブリュット展（１０名）、豊明市ひまわり作品展（10名）に出品。
B型ご利用者1名が、愛知県知事賞、1名。1名が企業賞ベルティグッズ省を受賞いたしました。

(2) 障がい者総合支援法に基づく障害福祉サービス事業　
(ア)事業内容
就労継続支援A型事業は、喫茶部（テラス席10席、客室席1４席）を備えたベーカリーカフェとしパンの成型、粒あんなどほとんどのパン具材生産、接客、外商、清掃、事務業務等、を通じて、働く社会人となるサービスに誠心誠意努めた。
就労継続B型事業は、農作業、手織り、内職、店舗運営、外商補助、パソコンを使用した事務業務等々、多岐にサービスを行い、適材適所を心がけ、仕事の精度をあげることに努め、サービスに誠心誠意務めた。
(イ)実施日時
　 令和７年4月1日～令和８年3月31日
(ウ)実施場所
　 A型　豊明市間米町純堀１８２０
　 B型　豊明市間米町純堀１８２１
(エ)従事者の人数
管理者１名 サービス管理者1名
　 A型　常勤指導員　2名　非常勤指導員0.93名(常勤換算)
　 B型　常勤指導員　1名　非常勤指導員1.10名（常勤換算）
   目標工賃達成指導　非常勤1.05名

   事務職員　非常勤　0.39名
(オ)受益者の人数
　 A型　サービスご利用者　12名(年間平均11名)
　 B型　サービスご利用者　13名(年間平均12名)
(カ)収入額
　 A型　51,701(千)円
　 B型　20,317(千)円
(キ)支出額
　 A型  55,004（千）円  
　 B型  11,064（千）円  
３　各種申請等に関する事項
１　軽自動車税減免申請（豊明市）　202４年５月
２　事業報告書提出（愛知県）　　　2024年6 月
３　固定資産全減免申請　　　　　　2025年3月

４　法人市民税減税申請　　　　　　2025年3月
５　 庁舎使用許可願　　　　　　　　2025年3月

　　　特別求職者開発助成金申請
４　会議の開催に関する事項

(1)総会
　(ア)開催日時及び場所

　　令和７年６月22日（１４：００～１６：３０） 場所　むぎの花
(イ)議題

①令和6年度事業報告
②令和6年度決算報告
③令和7年度事業計画
④令和7年度事業予算
⑤令和7年度役員
(2)理事会

　6月、９月、1月、の３回開催。
　現場職員からの活動報告を月毎に報告。

毎月数量から見る法人の動向（売り上げ、サービス利用料）を報告した。
それ以外,月ごとの課題を審議した。➡の印は、理事からのご意見です。
◆6月
　　　ⅰ）総会後、議長は、定款第14条の規定に基づき、全員一致をもって、理事長　佐野節子　副理事長　船坂浩　を選出した。
　　　ⅱ）審議事項が時間切れになり、後日メールで理事の方々に確認した。理事より、「そのやり方で大丈夫でしょうか」と質問がありました。あいちNPOプラザに問うたところ「審議をしていたことだから大丈夫」と確認いたしました。今後のことを考えて定款にメールでの審議等についてうたった方が良いとなり、理事長が責任をもって調査し次回理事会にてご議論いただくこととした。
　　◆9月
　　　　A型、B型からの現況の報告をした。
　　　ⅰ）A型　利用者12名
　　    ・ご利用者が増えました。今いるご利用者さんを就職につなげることで、新たなご利用者さんを迎え入れることを念頭においていきたい。
　　　　・民間企業様での外商、納品やパンの成型や仕込み等を、ご利用者が責任をもってやり、ご利用者にやってもらう仕事が増えている。
・残余パンがある時は、16:00頃からの出張販売、夕刻からの20%割引販売、翌朝の店頭販売などで、残余パンをなくす等々を実施。
・店頭での決済方法として、現金かQR決済のみでしたクレジットカード、交通系ICカードWAONなど新しいシステムの導入は大変でしたが、売上アップにつながった。
➡理事より　残余パンを困っている人に寄付することはできませんか？こども食堂はどうですか。理事より：以前、外国籍の小学生の集まりに声をかけさせていただき、実現できませんでした。子ども食堂の案はいいことだと思います。関係性を持っておくことも必要だと認識しています。
ⅱ)B型　利用者1３名（毎日ご利用は6名）
　・ご利用者1名が、市内グループホーム利用を開始。金銭管理の福祉サービスを併用し、ご本人の希望である「一人暮らし」に向けてサービスをデザイン。
　・１階の活動室を、新食品衛生法に則って間仕切り工事を実施。野菜の加工と手織り空間を区分けした。
　・福祉事業所の「ふるさと返礼品」の実施に関する新聞社の記者会見が行われた（5/27）。手織り製品のアピールをした。ご利用者がインターネット上で自分の作品を見つけ喜びを感じることも大切にしていきます。
　・８月より社会貢献をしたいという（株）エフワイ成型様からの新しい内職がスタート。今までの内職量が減っていたところでしたので助かっています。
・野菜部門の売り上げが伸び悩んでいる。自然農法の畑では、まだスタートして2年目のせいか、収量等々課題が多い。さらに近隣農家様からの仕入れ量は激減しており、課題を抱えている。
　➡理事より
　　・豊明産の野菜作りにチャレンジし、地産地消をうまく利用できないか。
　　・QR決済をすすめていることは、とてもいい。
　　・ふるさと返礼品として手織り製品を出していることは、すごくいいことです。もう少し市がPRする方法はないかと考えています。
　　・ふるさと返礼品として売れることが一番いいですが、ネットにでていることが、ご利用者さん、ご家族の喜びになっています。
　　・今年度の売り上げは7000万になりそうですが、給料をあげたとして、収支の予測はどうなりますか？それを一度出してみることが必要だと思います。
　ⅲ）サービス管理者より
　　・夏恒例となってしまっているパン売り上げ低下。生産調整、新作パンの開発、喫茶メニューの追加など実施しているが、結果に繋がらない。
　　・夏野菜の生産が苦戦中。自家農園でどう乗り切るかを考えていかなくてはいけない。しかし、職員間では意見が出しづらい関係性ができており今後の課題でもある。
　　・むぎの花のご利用者は長く利用されている傾向がある。仕事の内容によるところもあるが、職員一人一人が手厚い支援をしてくれているおかげでもあると感じている。
　ⅳ）管理者より
　　・5月より名古屋城「金シャチ横丁」で手織り商品の販売を始める。皆さまの目に触れる機会は増えたが、売れていない。手織り布でつくったマスコットはうれている。
　　・6月からJA産直市場ラブイットトトで野菜販売を開始。食べ方、品種等のメモをつけて差別化を図った。納品したものは、ほとんど売れました。
　　・6月　非難訓練、防災訓練を実施した。
　　・自然栽培の研修に参加。6/9自然農福の力、6/20自然栽培パ-ティー塾。8/29無門農福センター
➡理事より
　　・B型の「職員間では意見が出しづらい関係性」とはなんですか？
　　・管理者：B型の農業部門はじぶんが責任者としてやっています。仕事の内容、方向性とも相談してやっているので、関係性は良好と思っていますが、サービス管理者に何かいっているのかもしれません。（中略）大事なことは事実関係の把握だと思います。問題があれば上司と部下の関係で一緒に考えていくことが必要です。
　　・ご利用者の生活保護や障がい者年金の手続きが煩雑で、ご利用者が困っている状態について。それぞれの書類作成について支援する人（相談支援員、精神保健福祉士）や、どこで、などの情報をよく把握していて、それを提供することが大切です。
ⅴ）審議事項
　　・A型建物の外壁・屋根の修繕と塗装工事。見積額￥2,500,000　→承認

・理事会、総会の手続きや権限について「電磁的方法」を取り入れていく件
→NPOプラザに問い合わせ済み。コロナ禍以降、遠隔審議を取り入れ、その対応方法として「書面または電磁的方法」を取り入れた定款が、NPOプラザのHPに掲載されており、理事の皆様に配りました。さらに、ＮＰＯプラザの説明では、電磁的方法には、Zoomなども入るとのこと。
再度、対面、電磁的どちらでもいいということなのか再確認が必要。これは理事長が再度、ＮＰＯプラザに確認することとする。
　　　　　
◆1月（令和８年）
ⅰ）A型　利用者数11名
　・子育てをしながら、将来はパン屋を開きたいという夢をもたれたご利用者（聾唖）が、在宅勤務のある一般会社に11月から就職。
　・11月中旬から土曜日の朝、「選べる朝パンモーニング（残ったパン3個とコーヒーで550円）」を始め、インスタで告知した。お客様が少しずつ増えています。
　・11月はイベントが集中。きらきらまつりinカラット（10/12）,大蔵池オータムフェスタ（10/25）、ボラフェスタ（11/2）、社会実験フラットとよあけ（11/14～11/16）,ひまわり作品展（11/28,29）
ⅱ）Ｂ型　利用者数12名（毎日ご利用者数６名）
　・第2回理事会において、今後の課題として「職員間では意見が出しづらい関係性がある」ということについて、重要な議論をいただきました。理事長からは「現場の事例で、そこにある問題に対しスタッフ全員が意見を机上にあげていくことに責任を持ち、ではどうしていくかを明確にしていくこと」を約束いたしました。10月から毎木曜日の昼時間にB型スタッフが集まり、情報交換し「B型ミーティング」というノートをつけています。「農業　作付け　販売」「内職の状況」「御利用者さんの状況とそこにある問題に対するサービスの方法」「その週の行事」等についてのやり取りをして全員で現場の状況をタイムリーに把握しあうことが主流という状態です。理事長としてお約束した段階をめざして、今を重ねてまいります。理事会では、「B型ミーティング」から事例を机上にあげ、ご意見をいただきたいと考えています。よろしくお願いいたします。
　

ⅲ）サービス管理者　
　・A型男性（25歳）一般就労希望中です。「本人に代わって判断するのではなく、自己決定するまでのきちんとした情報提供するのが支援の仕事」と心得て、障がい者雇用の違い等々情報提供に努めた。尾張東部就業・支援センター　アクトとの面談（R7,10,12）次回R8,1,31に面談予定。
　・夏場のパン売り上げの伸び悩みに対し生産量を減らした状態が続いている。伸び悩みに直面している。
　・12月に、B型担当職業指導員（パート）が退職。今後の野菜生産に影響が出ないよう引継ぎ、努力をしていく。職員間の話し合いで方向性を決め、工賃向上のために売上を伸ばしていかなくてはいけないと考えています。
　・毎月の支援員会議で、障がい福祉サービスの知識、規則等を学んでいます。現場での課題を机上にあげて話し合うことも充実させていこうと考えています。

　

　　ⅳ）管理者
　・10/7　豊明市進路説明会「障がいの（あるかもしれない）お子さまの福祉的就労説明会・個別相談会」（令和7年度豊明市自立支援協議会おとな部会企画）に参加。
　むぎの花の説明を求めてこられる保護者がけっこうあり、関心が高いと感じた。

　・10/25 「藤田医科大学学園祭×あいち農福マルシェ」（東海農政局主催）に参加。パン、自然栽培野菜を販売し、農副連携をアピールした。
　・10/28　就労選択支援事業説明会（豊明市基幹相談支援センター　フィット主催）に参加。就労選択支援事業者と面識を得る。豊明市には２事業者がある。
　・11/14～16 社会実験「ふらっととよあけ」（豊明市産業支援課主催）に参加。名鉄前後駅前広場でパンの販売を行う。駅前活性化について意見をのべることができた。
　・12/19　愛知県福祉部監査指導室の監査指導が実施さえれた。重大な指摘事項はなかった。指摘事項としては
1． 兼務職員の勤務場所、時間がわかる記録を残すこと。
2． 個別支援計画の原案を残すこと
3． 感染症対策委員会は3カ月に1回以上開催すること
　　 ・12/27防災訓練の実施。震度５の地震の後、火災発生を想定。利用者全員が速やかに避難できた。
　　　事業所近辺の震度は６を想定して実施。
　ⅴ）報告と審議事項
1． Ａ型建屋の外壁・屋根の修繕と塗装工事（審議済）11月第1週と2週に実施報告。塗料は紫外線耐性のある材料。工事代消費税込み￥1,925,00
vi）理事長より
　1月の理事会におきまして、理事より大変重く、貴重な提言をいただきましたこと、まだまだ道半ばですが、まずは理事会に対しまして深く感謝いたします。また、正会員の皆様にこの理事会のお力をお伝えさせていただきます。
提言
“理事会の形骸化のひとつは、言いっぱなし、聞きっぱなしになること。
現場の事例でしっかり話をすること」も「そこにある問題に対し、スタッフ全員が自分の意見を出す事」
理事長は、ひとりひとりの意見を机上にあげていくことに責任をもち、問題を明らかにし、ではどうしていくのかを明確にしましょう。
５　令和７年度活動報告（令和７年４月１日～令和８年３月３１日）
	月
	日
	活　動　内　容

	4
	２
	パティスリーモンドにて　手織り製品展示販売（～30日）

	 
	2１
	事務局会議（原則毎月第3月曜日開催）

	 
	27
	かけはしキッズイベント出店　豊明市文化会館

	５ 
	１
	名古屋城金シャチ横丁にて、（社）イルカ作業所とコラボして手織り製品販売

	
	
	イオン黄色いレシートキャンペーン贈呈式

	 
	14
	会報誌（5月、　9月、1月）に発行。発酵部数　270部/回

	 
	25
	大蔵池フラワーフェスタ出店

	
	27
	豊明市ふるさと納税の件　新聞社の会見（Ｂ型ご利用者中野さん参加）

	 ６
	20
	JAラブイットトト1周年記念お菓子納品

	
	22
	第20期総会開催

	
	
	第1回理事会（6月、9月、1月）

	
	26
	豊明市事業所連絡会出席

	
	20
	第２０会　総会開催

	
	27
	名古屋城きんしゃち横丁での販売（いるか作業所と合同）

	７
	
	B型ご利用者1名　オアシス（他B型事業所）を週1回ご利用開始

	 
	11
	リデザインプロジェクト2025第1回生産分科会出席（7月と9月）

	 
	12
	JA新店舗（ラブイットトト）販売開始

	 
	17
	藤田医科大学へお菓子納品
	

	
	19
	賃金構造基本統計調査（愛知県労働局提出）

	 
	20
	A型給湯器リモコン取付　　B型2階エアコン更新

	
	22
	愛知県尾張農林水産局いいともあいち取材

	
	
	A型見学者1名　体験者2名　

	８
	５
	事業所ごみ処理に関する相談と契約　トヨアケユニティ（株）

	 
	7
	ご利用者送迎車　ステップワゴン定期点検

	 
	14
	大掃除

	
	27
	福祉と就労支援セミナー　リモート研修

	
	29
	NPO法人放課後等ディくるみの会のみなさま　見学

	
	
	B型　女性1名ご利用開始

	９ 
	11
	あいちアールブリュット展出店（～15日）

	10
	２
	厚生労働省社会福祉施設及び介護サービス施設事業所調査票提出

	
	３
	食品衛生講習会　14：00～16：00　A型職業支援員

	 
	５
	豊明市レクボッチャ大会参加（B型ご利用者）　景品請負（64個）

	
	6
	苦情受付担当者研修会（愛知県社会福祉協議会）

	
	7
	豊明市福祉的就労説明会　（社）豊明市社会福祉協議会主催　

	 
	10
	三矢防災点検　

	
	12
	第4回きらきらまつりinカラット出店

	 
	20
	全ご利用者のモニタリング実施

	
	20
	A型建屋の外装塗装工事

	
	22
	フラットとよあけ広報用動画撮影

	
	23
	食品衛生講習会参加（A型・B型職員各１名参加）

	
	25
	大蔵池オータムフェスタ、藤田医科大学学園祭出店

	
	28
	豊明市障がい者就労選択支援説明会

	
	29
	豊明市立栄中生2名　職場体験（29,30日

	 
	30
	利用開始（A型１名　B型１名）B型女性1名退所　A型１名　一般就労
大府もちのき学園生徒体験（B型２１日～２５日）
A型　女性１名見学

	11
	１
	B型いもほり会　名古屋市子育てグループ

	
	７
	豊明市ボラフェスタ出店（豊明市福祉会館）

	
	８
	浄化槽法定点検実施
工賃向上セミナー
イルカまつり参加（名古屋城おかげ横丁で手織り商品販売）

	 
	13
	検便

	 
	19
	社会実験「ふらっととよあけ」前後駅前　出店

	
	23
	坂部地区お祭りでのパン納品

	 
	28
	第12回ひまわり作品展出店（A型３名　B型４名）パンお菓子出店

	 
	
	B型ご利用者１名（名古屋市にあるB型をご利用）
名古屋市立南養護学校１名B型体験）

	 12
	１
	職員の定期健康診断　 

	
	19
	愛知県福祉局福祉総務課監査指導室による監査

	
	27
	大掃除　避難訓練（地域の福祉避難所について説明）

	 
	28
	年末年始休み（～5日）

	 1
	13
	Fujita医科大学での　パン販売開始

	
	17
	リデザイン商品　コープあいち豊明にて販売

	
	
	豊明中学校生2名職場体験（～2名）

	
	30
	事業所連絡会参加　管理者

	 
	31
	B型女性1名退所

	 2
	４
	北風と太陽（東郷町　障がい児通所サービス8種　介護サービス2種）見学

	 
	9
	B型　ご利用者女性について　ケア会議（　（医）藤田こころケアセンター）

	
	
	A型女性２名見学

	 3
	３
	農林水産省東海農政局総括農政推進官の方々来所
農副連携型地域資源活用価値創出等についての話と見学

	 
	15
	第12回あいちアールブリュット展表彰式（2名）愛知芸術文化センター

	
	28
	モリッコ見学

	
	
	A方男性1名見学　A型女性1名面接
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